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鬼平の祖　長谷川氏



高草山

長谷山

やまどんのこばなし
　林叟院はもとは現在の小川港付近にありました。

ある日、どこからともなく 1 人のお坊さんが、「ここは

危ない。お寺を移す方がいいでしょう。その場所を教え

ます。」といって、高草山の麓までいくと、「この地に」

と指をさしたとたんそのお坊さんは消えていました。

　お寺を移した次の年の 8 月、大地震が起こり、津波

で元のお寺があった場所は海に沈んでしまいました。

　大正時代までは、船の上から海の中を覗き込むと、元

の林叟院の石垣や、建物の跡が見えたそうです。

　最後の小川城主・長谷川正長
が開基。武田信玄の駿河侵攻に
際し、正長は田中城に移り、そ
の後、三方ヶ原に転戦し討死。
信香院に葬られました。
　鬼平は正長の次男・宣次から
八代後の子孫になります。

　小川城主・長谷川正宣を開基とします。「山西の西の有徳人」「法
永長者」と称された正宣は鬼平・長谷川平蔵の祖にあ長谷川平蔵の祖にあたります。
境内には正宣夫妻の墓碑が残ります。

　長谷川平蔵の祖、小川城主・長谷川氏が住んでいた小川城跡です。現在の西小川あたり一帯が小小川城跡です。現在の西小川あたり一帯が小
川城でした。
　天守閣のあるお城ではなく、屋敷と言った方がイメージしやすいかもしれません。しれません。
　現在は、小川城跡の表門があったあたりに、石碑のみが残っているだけです。
　小川城跡は発掘調査から様々な遺物が発見され、国内外での交易が行われていたと考えられます。
　現在、出土した遺物は焼津市歴史民俗資料館で一部ご覧いただけます。
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入館無料
焼津市歴史民俗資料館
焼津市文化センター内　〒425-0071 焼津市三ケ名1550　 054-629-6847

[開館時間] 9時～17時　[休館日] 月曜日（祝日の場合は開館、翌平日休館）
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翌
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現
在
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史
民
俗
資
料
館
の
中
で
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年
長
！
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ラ
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生
ま
れ
は
藤
枝
市
内
で
、
田
中
城
址
の
中
に
建
つ

西
益
津
小
・
中
学
校
で
学
び
、
歴
史
に
興
味
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
、
高
校
時
代
に

巡
り
合
っ
た
先
生
方
の
助
言
も
あ
り
、
奈
良
の
地
で

歴
史
を
学
び
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
に
携
っ
た

と
語
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丸
山
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員
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私
の
推
し
は
、市
内
各
地
か
ら
出
土
し
た
遺
物
群
で
す
。
中
で
も
、

複
合
施
設
で
あ
る
文
化
セ
ン
タ
ー
に
歴
史
民
俗
資
料
館
展
示
室
が
設

置
さ
れ
る
契
機
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
、
宮
之
腰
遺
跡
の
発
掘
調
査

に
携
っ
た
こ
と
が
、
私
の
原
点
の
ひ
と
つ
で
す
。
焼
失
家
屋
と
し
て

発
見
さ
れ
た
宮
之
腰
遺
跡
の
竪た
て
あ
な
じ
ゅ
う
き
ょ
あ
と

穴
住
居
跡
は
、
方
形
、
四
本
柱
で
、

竈か
ま
どが
あ
り
、
炭
化
し
た
建
築
材
が
残
り
、
葦よ
し

状
の

草
壁
遺
構
も
残
っ
て
い
ま
し
た
。
草わ
ら
じ鞋

と
み
ら
れ

る
遺
物
も
み
つ
か
り
、
細
か
な
と
こ
ろ
は
、
竹
へ

ら
や
筆
を
使
用
し
て
土
を
取
り
除
き
ま
し
た
。

　

貴
重
な
遺
構
や
遺
物
が
見
つ
か
っ
た
と
き
、
各

地
で
報
道
さ
れ
る
の
は
、
遺
跡
見
学
会
開
催
の
話

題
が
多
い
の
で
す
が
、
発
掘
調
査
を
行
う
た
め
に

は
、
盛
り
土
を
除
去
す
る
た
め
に
重
機
を
使
用
し

た
り
、
ひ
た
す
ら
ス
コ
ッ
プ
で
掘
り
下
げ
る
作
業

も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
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宅
地
・
水
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・
畑
地
・
空
き
地
な
ど

と
な
っ
て
い
る
土
地
の
地
下
に
昔
の
人
の
生
活
の

痕
跡
が
埋
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
考
え
て
み
る
と

不
思
議
な
気
が
し
ま
す
。
そ
こ
に
生
活
し
て
い
た

事
実
は
あ
る
の
に
、
な
ぜ
、
埋
も
れ
て
い
る
の
か
、

い
つ
移
動
し
た
の
か
、
原
因
は
地
震
・
津
波
な
ど

の
自
然
災
害
か
、
火
災
か
、
食
料
の
確
保
か
、
定

住
す
る
条
件
は
何
か
。
様
々
な
こ
と
を
考
え
る
と

現
代
の
生
活
に
つ
な
が
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

弥
生
時
代
や
古
墳
時
代
な
ど
、
教
科
書
で
学
ぶ

時
代
の
生
活
を
歴
史
民
俗
資
料
館
展
示
室
で
想
像

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮之腰遺跡から出土した遺物

や
は
り
、
そ
こ
を
推
し
て
く
る
の
で
す
ね
！

で
は
、
思
う
存
分
語
っ
て
く
だ
さ
い
！

氷冷蔵庫は、氷
こおり

を入れて中
なか

を冷
ひ

ひやす道
ど う ぐ

具で明
め い じ

治の終
おわり

り頃
ころ

に登
とうじょう

場したんだ。

木
もくせい

製の箱
はこ

の内
うちがわ

側にブリキの板
いた

をはり、冷
つめ

たい空
く う き

気がにげないようになっていて、

上
じょうげ

下がつながっているんだ。上
うえ

の段
だん

に氷を入れ、下
した

の段にたべものを入れて冷やす

 今
こんかい

回はやまどんのお部屋にある氷
こおりれいぞうこ

冷蔵庫を紹
しょうかい

介するよ！

仕
し く み

組みだよ！冷たい空気は下にいく性
せいしつ

質を利
り よ う

用した冷蔵庫だ

ね！下の段にとけた氷の水
みず

が落
お

ちて、たべものをぬらさな

いように、外
そと

に水が出
で

ていくようになっているよ！昭
しょうわ

和 30 
年
ねんごろ

頃になると電
で ん き れ い ぞ う こ

気冷蔵庫がみんなのおうちでふつうに使
つか

われ

るようになり、だんだん使われなくなったんだ。

　焼
や い づ

津は港
みなとまち

町で、氷
こおりや

屋さんが港の近くにあったから、子ども

たちが氷屋さんに氷を買
か

いに行くっていうお手伝いもあった

んだって！


